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塩素系いもち病防除剤散布によるイネの薬害

山口富夫・鈴木穂積・吉野嶺一・倉本孟

（農林有北陸農業試験場）

I薬剤の種類と薬害

試験方法水稲品種ホウネンワセを供試して4月8

日に播種し，5月8日1/5,000aポットに1本植とした。

ポット当り施肥量は硫安3g,過石3g,塩加1gで，

1処理を3ポットとし，薬剤散布通は0．3g/ポット（約

5kg/10a),散布時期は7月25日（穂ばらみ),8月3

日（穂ぞろい）および8月10日とした。

黄変程度についてはその観察基準とその表示を，－：

無，±：不明瞭，＋：全葉'/‘以下澄黄変色，＋卜：'/6～'/8

同変色，＋++：'/3～2/8同変色，冊：2/8以上同変色，州：全

葉同変色として実施したほか，桿長，精籾千粒重，ヒコ

バエの異常調査等をも行なった。

試験結果調査結果は第1表のとおりである。

第1表塩素剤の趣類と薬害
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黄変程度は散布10日後ではPCMNがもっともひどく，

PCBA,ホナミンばや』､軽い。散布25日後ではPCMN,

PCBAはほぼ同様のひどい黄変が発生し，とくに下葉が

顕著である。黄変の発生は株内では下葉からひどくなる

が，1枚の葉では，葉先から変色する傾向がある。ホナ

ミンの変色はPCBA・PCMNにくらべ，やや軽くKF

32はほとんど無散布と変らない。桿長・繍籾千粒重は無

散布・薬剤間に有意差はない。またヒコバエのうち，

PCBA,PCMN散布区は低率であるが，湾曲，捻転が発

生した。

Ⅱ薬剤の散布時期と薬害

試験方法薬剤の散布時期を変えたほかは上記1の

試験と同一の方法で実施した．薬剤散布時期は分げつ期

～幼穂形成期散布は7月8日・7月15日・7月22日に，

穂ばら永期散布は7月24日に，穂ぞろい期散布は8月3

日に，穂ばらみ期・穂ぞろい期散布は7月25日・8月3

日に，そして穂ばらみ期以降3回散布は7月25日・8月

3日・8月10日にそれぞれ行なった。

試験結果調査結果は第2表のとおりである。

黄変はいずれの時期に散布しても，10日目頃から発生

し，しだいにひどくなるが，その程度は穂ばら桑以降の

第2表塩素剤の散布時期と薬害

注：車5％，＊＊1％有意埜
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3回散布がもっとも顕著で，他の時期あるいは散布回数

による差は明瞭でなく，しいていえば，穂ぞろい以降の

散布は黄変程度がやや強いようである。しかし秤長’千

粒重などはむしろ分げつ期～幼穂形成期の3回散布区が

悪く，早い時期の散布は生育，収量に対する影響が強い

ように考えられ，またヒコバエの奇形発生率も早い時期

の散布の方が高い。したがって散布時期の早・晩とイネ

に対する影響は判然としない。

－95－

栽培条件のいかんにかかわらず，散布区は無散布にく

らべ黄変が明らかに認められ，桿長も低下する傾向があ

るが，とくにその程度が大きいのは土壌乾燥および日か

げに置いた場合であり，小さいのは多窒素の場合であ

る。一般に桿長が短かくなるような栽培条件は散布によ

る黄変が激しく，桿長の低下程度も大きいように思われ

る。精籾千粒重はどの栽培条件でも散布と無散布の間に

有意差は認められなかった。

’
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Ⅳ 品種と薬害

熟期の異なる12品種を供試し，それらに対し，轍Xら

ぶ以降3回薬剤散布を行ない，その他の試験方法は前項

と同様の方法で行なった。調査結果の表示は省略する

が，いずれの品種にも薬害の発生が認められ，25日後の

調査ではほとんど品種間差異はみられなかった。しかし

10日後の黄変程度には多少の品種間差異があり，一般に

中晩生種は早生種より軽い傾向がある。しかし早生にも

フジミノリ，ササシグレなどのように黄変の軽い品種も

認められた。桿長は黄変のひどい品種ほど低下する傾向

はあるが，日本晴，アスワのように黄変は軽くても，稗

長低下度の大きい品種もあり，黄変程度と稗長低下度は

必ずしも一致しない。またいずれの品種でも，精籾千粒

重は無散布との間に差異はなかった。

Ⅲ‐稲の栽培条件と薬害

試験方法ポッ.卜のイ案の栽培条件を次のように変

えたほかは前項の試験と同一の方法で実施し，穂ばらみ

期以降3回薬剤を散布した。

イネの栽培条件

（1）ポットを高温度の硝子室内に置く。

（2）水田の株間に置く。

（3）寒冷紗で遮光。日射量は無遮光の40％，気温は晴

天で3。～4｡C,曇雨天で1。C前後低い。

（4）建物の北側に置く。日射壁は無遮光の20％，気温

は晴天で5°C前後低い。

（5）標準の倍量（硫安69/ポット）の多窒素とし,散

布日ごとに19の硫安施用。

（6）イネが枯れない程度に潅水。土壌乾燥区とする。

これらの処理期間は7月18日（穂ばらみ前期）～7月

29日（出穂期）の10日間である。

試験結果前項の試験と同様の調査を行なった結果

が第3表である。

V散布葉の葉緑素含量

散布葉が燈黄色に変色することはすでに肉眼的に観察

されているが，葉緑素含量がどのように変化しているか

について調査を行なった。

試験方法a)耕種概要供試品種はホウネンワ

セ，田植日は5月17日で30×1TInl本植，施肥鐘は基

肥として10a当りN6.5kg,P2056kg,KsO6kgを施用

し，7月4日にN1kgを追肥した。

b)薬剤散布mBA粉剤,KMN粉剤を6月25日

7月5日，7月12日,7月24日（穂ばら象),8月2日

(穂ぞろい)，8月10日の計6同散布し，散布趾は0.4kg

/aとした。

c)葉緑素含量の測定試料は所定の葉20枚を各株
の般長茎から採取し，細切後1gを秤戯して帥％アセト

ンで抽出し,1mmZに定溶後，光電比色計655m似あるい

は分光光度計の665m似および645m"での透過率を測定し

た。止葉および第3葉については7月30日（分げつ期～

穂ばらみ期4回散布後6日目）光電比色計で，8月14日

（全散布終了後4日目）には止葉および次葉，さらに8

月22日には止葉について分光光度計により透過率を測定

後，図表によりクロロフィルa。bの含赴を求め，生葉
1g当りのmg数で表示した。

第3表イネの栽培条件と薬害
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試験結果出穂期に光電比色計により調査した結果
第4表塩素系薬剤散布イネの出穂期における

が第4表，乳熟期・糊熟期の測定結果が第5表である。 葉緑素含量

塩素剤散布による葉緑素の減少は上記ポット試験の肉三言－二コ目’光冠比色叶による透過率

’賑蓋駕難篭警懲r態閣聡蝋篭ゞ 夛夛ご～延且
かつた。しかし測定結果では散布後日がたつにつれて差測定蕊､~-選遥

止葉

が明確になるようであった。すなわち散布6日後（出穂 輔3葉

期）においては，止葉でPCBA>無散布>PCMN,第3一‐

IPCBA粉剤|PCMN粉剤皇 倣 布
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第5表塩素系薬剤散布イネの乳熟期・湖熟期における葉緑素含逓
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PCMN粉剤
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葉で無散布>PCBA>PCMNの順に葉緑素含量が多い。

また散布4日後（乳熟期）の測定では止葉でPCBA>無

散布>PCMNの傾向があり，次葉でPCBA=無散布＞

PCMNとなった。散布4～6日後では出穂期，乳熟期と

もに葉緑素含量の低下は少なく，とくにPCBAでは無散

布とほぼ同等であった。しかし散布12日後（固熟期）の

測定では止葉で無散布>PCBA>PCMNの差が明確とな

り，肉眼的iこは明らかでなくても，含量の低下が認めら

れた二またPCBA・PCMNいずれの散布区でもクロロフ

ィルaとbの比が無散布より大きい。イネのクロロフィ

ルは成熟するにつれ,bに比しaが大きくなると云われ

ているので,PCBA,PCMNは老化を早めるのではない

かと推定される。

第6表塩素系薬剤散布イネの呼吸
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粍を早め，黄変の原因になると推察される。
1

’
Ⅶ 摘 要

1）薬害の症状は散布10日目頃より発生する葉の黄変

である。ポットでは明瞭であるが,lim場では肉眼的には

明らかでない。

2)PCMN剤がもっとも黄変がひどく,PCBA剤はこ

れに次ぎ，ホナミンは軽く,KF32は薬害の発生はな

い，またPCMN･PCBA散布イネを刈取り後のヒコバエ

に湾曲，捻転を認めた。

3）散布葉の黄変は穂ばらみ以降の散布ではげしい

が，桿長，千粒重の低下はむしろ分げつ期～幼穂形成期

散布が顕著で，散布時期と薬害の関係は判然としない。

4）栽培条件のなかで，とくに黄変および桿長の低下

がはげしいのは土壌乾燥および日かげに侭いた場合で，

多奈素区は薬害が軽い。

5）薬害発生程度には品種間差異が認められ，中晩生

樋は早生種より軽い傾向がある。

Ⅵ散布葉の呼吸

試験方法上記5の試験に供試した水田の稲葉を採

取し，その呼吸作用をワールブルグ検圧計により測定し

た。第1回は7月16日（Ⅵ/25,Ⅶ/5，Ⅶ/12の3回薬

散）に1株中の最長茎第2葉を採取し，尖端と基部を切

り落して生葉0.2gを取り，これを6枚に切断して容器

に入れ,30｡CでO2吸収通を測定した。また8月9日

（Ⅶ/24,Ⅷ/2の2回薬散）には止葉および第2葉を上

記と同様の方法で測定した。

試験結果乾燥葉重1g当りのO2吸収量を表示し

た結果は第6表のとおりである。

区によって多少の変動はあるが，7月16日，8月9日

ともにO2吸収量は無散布<PCBA<PCMNの傾向があ

り，とくに出穂後の8月9日（散布7日後）には散布区

の呼吸鐘は無散布区の1．5倍に達する。散布葉では薬剤

の副作用によって，異常な呼吸作用がおこり，稲体の滴

I

｜
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6）肉眼的に黄変が明らかでなくても,散布葉では葉7）散布4日～7日後の呼吸最隣無散布にくらべ高
緑素含量が低下し，とくにクロロフィルbの減少が箸るい。

しい°

有機塩素系いもち病防除剤による水稲の薬害

奈須田和彦・月田豊・菅正道（福井県農業試験場）
、~

薬害調査は散布3～7日後と成熟期に行なった。なお薬

害の程度は肉眼観察によって，黄変程度を一：無，±：

やや黄変(不明瞭)，＋：黄変，‐汁：明らかに黄変,+I+:

黄変が著るしい，冊：黄変がはなはだしいの6階級にわ

けた。生育調査は8月20日に行ない，収孟は60株の精玄

米重を測定した。

試験結果試験結果は第1表に示したが，これによ

ると，薬害発生の程度はPCMN粉剤>CBA粉剤>PCB

A粉剤の順に葉身の黄変がみられた。散布時期は，3回

散布の場合穂孕期十穂揃期十穂揃7日後＞分けつ期2回

十穂孕期であったが，’回散布では穂ばら承期＞穂揃期

＝穂揃7日後であった。

桿長は穂孕期～穂揃7日後の3回散布の場合,PCBA

粉剤はやL長い傾向があったがJCBA,PCMN粉剤は

短かくなる傾向があった。また穂長，穂数にはいずれの

薬剤も差がなかった。収量は各粉剤とも散布時期・回数

をとわずいずれも減収し，とくにPCMNの後期散布が

著しかった。

2散布量・散布回数との関係

試験方法福井農試病虫課ほ場でホウネンワセ（出

穂期7月24日）を用い,PCBA粉剤を10aあたり3kg,

6kg,また散布時期を変えて共立ミゼットダスターに

て散布した。薬害調査は8月13日，8月20日に行なっ

I緒言

筆者らは非水銀系いもち病防除剤のPCBA剤を1965年

初めてほ場試験に供したとき，水稲の下葉の枯れ上がり
16〕

を助長する場合もあることを観察したが，全国的にはま

ったく問題とならなかった。しかし，その後北陸地区の

石川県．富山県でも福井県と同じような現象を観察して

いる，そこで昭和43年北陸地域における連絡試験の一環

として，農薬の種類，散布時期，窒素施用量，品種など

と薬害発生との関係につき試験を実施し，さらに散布に

伴なうクロロフィル含量の変化を測定した。クロロフィ

ル含最測定については京都大学農学部福富雅夫氏のご教

示をいただいた。記して感謝の意を表する。

Ⅱ試験方法と結果

1農薬の種類・散布時期との関係

試験方法福井市寮町の一般農家ほ場でホウネンワ

セ（出穂期7月23日，田植5月8日，農家慣行栽培法）

を用い，有機塩素系薬剤としてPCBA粉剤3%,PCMN

粉剤4%,CBA粉剤3%を供試した。散布時期は分け

つ期（7月12日，7月16日)，穂孕期（7月20日)，穂揃

期（7月27日)，穂揃7日後（8月3日）とし，共立ミ

ービットダスターにて各粉剤を10aあたり4kg散布した。

節1表塩素剤の甑頬・散布時期と薬害
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